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町並みを駆け抜ける
ヒルクライムチャレンジシリーズ2014
高梁吹屋ふるさと村大会 高梁市発足10周年記念ロゴ

10月
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市
政
功
労

表
彰
状

▼
前
市
長
　
秋
岡
毅

▼
市
議
会
議
員（
20
年
以
上
在
職
者
）

難
波
英
夫
、
村
上
信
吾
、
井
上
英
男
、
妹

尾
直
言
、
大
月
健
一

感
謝
状

▼
選
挙
管
理
委
員
会
委
員（
10
年
以
上
在
職
者
）

宮
﨑
孝
司
、
戸
清
榮
一
郎
、
森
本
春
樹
、

難
波
哲
夫

▼
人
権
擁
護
委
員（
同
）

多
久
敦
子

▼
前
・
元 

副
市
長
、
教
育
長

大
塚
設
夫
、
内
田
親
秀
、
安
田
義
紘
、

守
本
堅
、
長
船
勝
巳
、
西
井
節
壽

一
般
功
労

感
謝
状

《
市
民
生
活
・
福
祉
の
向
上
》

▼
社
会
福
祉
に
貢
献

高
梁
地
区
保
護
司
会
、
高
梁
地
区
更
生
保

護
女
性
会
、川
上
地
区
更
生
保
護
女
性
会
、

有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会

高
梁
市
制
発
足
10
周
年

広 報

平成 26 年（2014） Ｖｏｌ．121
10

ー 目 次 ー　Contents

ー 表 紙 ー　Cover

ー 人 口 ー　Population

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３３，１７０ － 10

男 性 １５，８４２ － 2

女 性 １７，３２８ ー 8

世帯数 １４，８２４ ＋ 27
( 平成 26年９月末現在・外国人含む )

10 月５日、ヒルクライムチャレ
ンジシリーズ 2014 高梁吹屋ふ
るさと村大会が開催されました。
選手は市民らの声援を受け、町
並みをパレードしました。

２ 高梁市制発足 10周年

６ ヒルクライムチャレンジシリーズ

８ 行政情報 /秋の全国火災予防運動ほか

15 功績・栄光をたたえます

16 子育て支援情報

18 生活支援情報

20 イベント情報

22 情報プラス

23 市長室からこんにちは
24 知って得する検診情報・
ヘルシーレシピ

25 図書館だより

26 成羽病院通信・学園だより

27 山田方谷を語る

28 市民のページ

30 まちの出来事

32 イベント情報・編集後記

　10 月１日、「新」高梁市制が発足して 10 周年を
迎え、記念式典が総合文化会館で開催されました。
　市政などに功労があった個人や団体に表彰状な
どを贈呈しました。またアトラクションでは、「備
中高梁伝えたいし！」の５人が歌やマジックを繰
り広げ、会場を盛り上げました。なお、被表彰者
は次のとおりです（敬称略）。



3 広報　　　　　10月号　vol.121

▼
民
生（
児
童
）委
員（
20
年
以
上
在
職
者
）

圓
橋
克
治
、
加
藤
隆
志
、
杉
本
右
一
、
向

井
好
子
、
太
田
井
志
保
子
、
山
本
智
雄
、

岩
本
公
男
、
山
川
春
男
、
森
定
寛

▼
愛
育
委
員（
同
）

中
島
翠
、
穴
田
英
子　

▼
栄
養
委
員（
同
）

本
倉
桂
子
、
相
原
佐
知
子
、
大
田
美
津
子

▼
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員（
同
）

小
野
泰
道
、
平
見
軍
次
、
金
岡
誠

▼�

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会
委
員（
同
）

麻
田
昌
孝

▼
体
育
指
導（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
）委
員（
同
）

清
原
雅
和
、
武
南
俊
明
、
玉
田
敏
明
、
木

口
茂
、
古
米
久
美
、
有
松
範
明
、
吉
井
寛
、

安
岡
正
治
、
前
原
好
恵
、
湯
浅
京
子
、
横

田
常
男

▼
消
防
団
員（
30
年
以
上
在
職
者
）

片
山
修
一
、
西
右
介
、
加
藤
浩
之
、
森
宗

正
雄
、
石
川
正
明
、
白
神
敏
男
、
小
野
貫

治
、
藤
森
祐
仁
、
赤
木
賴
男
、
入
江
義
昭
、

藤
田
吉
紹
、
瀧
江
豊
、
須
山
善
行
、
宮
本

修
、
森
本
修
一
、
藤
井
哲
彦
、
岡
田
昌
二
、

山
田
浩
一
、
藤
森
祥
司
、
土
谷
智
之
、
加

藤
典
男
、
西
平
勝
年
、
植
田
康
裕
、
平
岡

靖
恭
、
田
中
琢
史
、
難
波
誠
、
西
江
正
行
、

大
福
範
義
、
鈴
木
俊
伸
、
谷
本
洋
之
、
内

田
元
治
、
川
上
穣
、
窪
木
高
夫
、
竹
平
茂
、

広
岡
義
則
、
川
上
朋
弘
、
山
本
恵
介
、
関

正
人
、
大
橋
修
、
大
府
勉
、
赤
木
俊
助
、

藤
森
貴
夫
、
赤
木
忠
康
、
田
邉
勝
則
、
藤

森
秀
夫
、
大
田
博
信
、
信
木
義
治
、
村
井

一
裕
、
加
藤
祥
久
、
伊
達
敏
明
、
谷
口
弘

志
、
森
本
稔
、
山
本
明
、
山
室
二
三
朗
、

川
上
康
之
、
三
宅
信
弘
、
川
上
哲
郎
、
日

向
泰
久
、
瀧
川
達
也
、
土
田
達
己
、
江
草

孝
一
、
井
上
哲
也
、
池
田
孝
男

▼
障
害
者
福
祉
に
貢
献

成
羽
手
話
サ
ー
ク
ル

▼
児
童
福
祉
に
貢
献

有
漢
学
童
保
育
運
営
委
員
会
、
富
家
ひ

ま
わ
り
ク
ラ
ブ

▼
青
少
年
の
健
全
育
成
と
指
導
に
貢
献

わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
実
行
委

員
会
、
高
梁
市
子
ど
も
会
連
合
会

▼
交
通
安
全
の
指
導
普
及
に
貢
献

高
梁
交
通
安
全
協
会
、
高
梁
交
通
警
察

協
助
員
会

▼
自
主
防
災
に
貢
献

有
漢
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
芋
原
婦
人
消

防
隊
、
安
成
婦
人
消
防
隊
、
地
頭
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
、
領
家
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、

仁
賀
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
高
山
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
、
高
山
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、

三
沢
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
七
地
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ

《
保
健
医
療
の
向
上
》

▼
診
療
所
医
と
し
て
貢
献

丸
川
尚
一
、
吉
岡
章
、
菅
原
英
次

《
産
業
の
振
興
》

▼
農
業
の
振
興

備
中
緑
農
会
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合

ト
マ
ト
部
会
、
同
ぶ
ど
う
生
産
部
会
、

同
桃
部
会
、
岡
山
県
高
梁
地
区
猟
友
会

▼
畜
産
の
振
興

高
梁
市
大
池
山
育
成
牧
場
利
用
組
合

▼
漁
業
の
振
興

成
羽
川
漁
業
協
同
組
合

▼
産
業
の
振
興

高
梁
商
工
会
議
所
女
性
会

▼
観
光
の
振
興

高
梁
市
観
光
ガ
イ
ド
会
、
仕
組
み
踊
り

保
存
会
、
丸
池
宣
子

■
問
い
合
わ
せ　
秘
書
政
策
課
☎
21-

０
２
０
８

① FC吉備国際大学シャルム
の選手が市民憲章を朗読②
「備中高梁伝えたいし！」の
ステージ。まつもとななみ
さんが高梁への想い「紺屋
川」を歌う③ SORAさんが
マジックで魅惑の世界に引き
込む④「ボヘミアン」を会場
と一緒になって熱唱する葛城
ユキさん⑤井上由美子さんが
語りかけるように「高梁慕情」
を歌う⑥ Lugz&Jera さんの
歌う「Start　Line」で未来
へのスタート

①②③

④⑤⑥
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広報たかはしで振り返る

高梁市の10年

平成 16年

高梁市誕生

10 月１日、平成の大合併
で県下のトップを切って新
しい高梁市が発足し、本庁
舎前で開庁式が行われまし
た。（平成 16年 10月号）

10 周年を迎えた高梁市の出来事を広報紙
から振り返りました。

初代市長に秋岡毅氏が就任

平成 17年
晴れの国
おかやま国体

10 月 23 日から岡山県下
全域で43年ぶりとなる「晴
れの国おかやま国体」秋季
大会が盛大に開催されまし
た。高梁市では、バレー
ボール成年男子、ソフト
ボール成年男子、高校軟式
野球が行われ、白熱した
戦いが繰り広げられまし
た。選手の民泊の受け入れ
など、大会運営には多数の
ボランティアが参加してく
ださり、みんなで支えた国
体になりました。（平成 17
年 11月号）

平成 21年
名誉市民に
米川文子さん

４月 26日、人間国宝・二
代目米川文子さんを合併後
初めてとなる高梁市名誉市
民に推戴しました。（平成
21年５月号）

平成 22年
市内全域に
ケーブルテレビ

高梁市西地区のケーブルテ
レビサービスがスタート。
市内全域に均一の行政情
報の発信が可能となりまし
た。（平成 22年３月号）
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平成 22年
国民文化祭
おかやま2010

10 月 30 日から９日間、
文化の祭典が開催され、文
化の魅力を全国に発信しま
した。神楽フェスティバ
ルは、全国各地に伝わる
10 団体が神楽を上演。漫
画フェスティバルは、ドラ
えもんの声の大山のぶ代さ
んの講演や漫画家・南一平
先生のマンガワークショッ
プ。フィナーレは、童謡
フェスティバル。全国から
集まった 21団体が工夫を
凝らした童謡を披露しまし
た。（平成 22年 11月号）

平成 24年
成羽病院
本館棟完成

地域医療の拠点である成羽
病院の本館棟が完成。９
月３日から外来診察を開始
しました。今後も、ハード
面・ソフト面ともに整備
し、へき地医療の拠点施設
として充実していきます。
（平成 24年９月号）

平成 23年
ヒルクライム
チャレンジシリーズ

ヒルクライムチャレンジ
シリーズが初めて行われ
た年。高倉町から吹屋ふ
るさと村までの１５．４キ
ロ、標高差４１９メートル
を自転車で駆け上がるこの
大会、あいにくの雨の中の
開催でしたが９歳から７０
代までのサイクリストおよ
そ５００人がゴールの吹屋
を目指し疾走しました。各
地でのおもてなしに、選手
の皆さんが感激していまし
た。（平成 23年 11月号）

平成 25年
FC吉備国際大学
なでしこリーグへ

大学母体のチームとして、
史上初となるトップリーグ
へ参戦を果たした FC吉備
国際大学シャルム。初参戦
ながら３勝を上げ、９位で
シーズンを終えました。（平
成 25年３月号）

平
成
16
年

（
２
０
０
４
）

新
潟
県
中
越
地
震
が

発
生

新
紙
幣
発
行

平
成
17
年

（
２
０
０
５
）

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線

事
故

日
本
の
人
口
が
統
計
開

始
以
来
初
の
自
然
減

平
成
18
年

（
２
０
０
６
）

ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
幕

各
地
で
大
雪
に
よ
る

被
害

平
成
19
年

（
２
０
０
７
）

赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
の

設
置
を
認
可

新
潟
県
中
越
沖
地
震

が
発
生

平
成
20
年

（
２
０
０
８
）
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
幕

平
成
21
年

（
２
０
０
９
）
桜
島
が
爆
発
的
噴
火

平
成
22
年

（
２
０
１
０
）
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪

開
催

平
成
23
年

（
２
０
１
１
）

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９・
０
の
東
日
本
大

震
災
発
生
。
死
者
・

行
方
不
明
者
数
は

２
万
人
以
上

平
成
24
年

（
２
０
１
２
）
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
。
史
上

最
多
の
メ
ダ
ル
獲
得

平
成
25
年

（
２
０
１
３
）
富
士
山
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
る

国
内
の
出
来
事
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ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
２
０
１
４

高
梁
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
大
会

ご協力・ご声援ありがとうございました

①

　
本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
交
通
規
制
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
沿
道
か
ら
声
援
を
送
っ

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
、
大
会
の
準

備
・
運
営
、
お
も
て
な
し
で
大
会
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
選

手
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
実
行

委
員
会
お
よ
び
専
門
部
会
の
皆
さ
ん
、
本
大

会
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
大
会
は
、
主
会
場
に
㈱
山
陽
オ
カ

ム
ラ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り
し
、
全
国
各

地
か
ら
７
０
７
人
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
迎
え

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
当
日
は
、
時
折
小
雨
が
降
る
中
で

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
参
加
し
た
選
手
か

ら
は
、「
沿
道
の
応
援
は
、
他
会
場
で
は
味

わ
え
な
い
温
か
さ
が
あ
り
ま
し
た
。」「
ゴ
ー

ル
地
点
の
お
も
て
な
し
が
嬉
し
か
っ
た
。」

「
来
年
も
必
ず
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
言
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
大
会
が
、
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る
大
会
と

な
る
よ
う
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21-

０
４
２
５

②③④

高梁市発足１０周年記念　
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大会レース結果
各カテゴリーの優勝者（敬称略）

カテゴリー 氏名 記録
男子総合 黒川 晴智 27 分 13 秒
女子総合 松本 雪子 33 分 54 秒

ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー

チャンピオン 黒川 晴智 27 分 13 秒
男子 16 歳～ 30 歳 石川 高史 30 分 03 秒
男子 31 歳～ 40 歳 岩尾 範一 29 分 11 秒
男子 41 歳～ 50 歳 堀内 宏造 30 分 01 秒
男子 51 歳～ 60 歳 大友 幹夫 31 分 08 秒
男子 61 歳以上 清　 孝治 32 分 56 秒
女子 16 歳～ 35 歳 原田 悦子 34 分 42 秒
女子 36 歳以上 松本 雪子 33 分 54 秒
男子ショート 入木 大輔 18 分 16 秒
女子ショート 石田 貴子 28 分 19 秒

Ｍ
Ｔ
Ｂ

男子 16 歳以上 山田 修弘 31 分 50 秒
女子 16 歳以上 伊丹 沙弥香 45 分 21 秒
男子ショート 浜田 一朗 24 分 41 秒
女子ショート 井口 由江 47 分 59 秒

ジ
ュ
ニ
ア

中学生男女 堀川 滉太 28 分 19 秒
小学生5・6年生 西川 奏 41 分 23 秒
小学生5・6年生ショート 入木 亮伍 25 分 23 秒
小学生3・4年生ショート 浜田 大輔 24 分 52 秒

特別賞（敬称略）
区　　　分 氏  名 住  所

高梁市民賞（高梁市民第１位） 小見山 浩 高倉町

①ゴール目指してスタート（高倉荘横）
②初となる市街地パレードラン（本町）
③沿道からの声援（高倉町大瀬八長）
④コース中間地点（宇治町遠原）
⑤開会式（主会場）
⑥スタート地点へ出発（主会場）
⑦恒例となったじゃんけん大会（主会場）
⑧大会を支えたボランティア

⑨高梁のグルメ販売（チャレンジ縁日）
⑩レース後のひととき（主会場）
⑪男子・女子総合上位者の皆さん（主会場）
⑫宇治のおもてなし（宇治町宇治）
⑬沿道からの応援（宇治町宇治）
⑭フルコースゴール（成羽町吹屋）
⑮吹屋のおもてなし（成羽町吹屋）
⑯おかえりなさい（花水木通り）
⑰レース後のお出迎え（高倉町田井）

⑧

⑨

⑩

⑥

⑪

⑫⑭⑯

⑰ ⑮ ⑬

⑤

⑦
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「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で

は　
ま
あ
だ
だ
よ
」
を
全
国
統
一
防
火

標
語
と
し
て
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

火
災
の
大
半
は
、
火
の
取
り
扱
い
の

不
注
意
や
不
始
末
か
ら
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
災
に
よ
る
死
者
を
出
さ
な
い
た

め
に
、
火
炎
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
家
庭
内
で
の
防
火
対
策

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
火
災
予
防
運
動
を
契
機
に
、
家
族
み

ん
な
で
「
わ
が
家
の
防
火
ル
ー
ル
」
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
警
防
課
予
防
係
☎
21-

０
１
２
４

11
月
９
日
㈰
～
11
月
15
日
㈯

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　
警
防
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

火災予防イベントを開催します
【日時】　11月８日㈯　午前10時～正午　　【場所】　ポルカ天満屋ハピータウン
【内容】　落合保育園幼年消防クラブによる鼓隊演奏、　防火風船等の配布
　　　　地震体験車による地震体験、消防写生大会入賞作品の展示など

 住宅防火　いのちを守る７つのポイント（３つの習慣と４つの対策）

　・寝たばこは絶対やめる
　・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する
　・ガスコンロなどから離れる時は必ず火を消す

　・逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設置する
　・寝具、衣類、カーテンなどからの火災を防ぐために防炎品を使用する
　・火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設置する
　・お年寄りや身体の不自由な人を守るために地域の協力体制をつくる

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

■問い合わせ　　警防課予防係　☎21-０１２４

　
環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
１
日
か
ら
高
梁
市
斎
場
の

火
葬
受
付
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　

高
梁
市
斎
場
（
火
葬
場
）

利
用
者
の
待
ち
時
間
を
解
消

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
10
月
１
日
㈬

以
降
の
火
葬
か
ら
受
付
方
法

が
変
わ
り
ま
し
た
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

変
更
内
容

　
30
分
間
隔
（
午
前
９
時
15
分
か
ら
午
後
３
時
15
分
の

間
）
の
斎
場
到
着
予
定
時
間
で
の
火
葬
炉
使
用
の
受
け

付
け
と
な
り
、
す
で
に
受
け
付
け
し
て
い
る
時
間
帯
は

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
斎
場
の
空
き
状
況
を
電
話
で
ご
確
認
い
た
だ
い
た
後

に
、
葬
儀
予
約
の
調
整
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
斎
場
へ
の
到
着
時
間
が
大
幅
に
遅
れ
た
場
合
は
、
入

場
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
環
境
衛
生
係
☎
21-

０
２
５
９

　Information - 行政情報



9 広報　　　　　10月号　vol.121

　
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
の
申
請
受
付
が
11
月
４

日
㈫
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
申
請

が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
お
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所

▼
臨
時
福
祉
給
付
金

　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

▼
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
子
ど
も
課

※
各
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
臨
時
給
付
金
対
策
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
請
時
の
注
意
点

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
に
は
、
対

象
者
の
本
人
確
認
書
類
（
保
険
証
や

免
許
証
な
ど
）
の
写
し
と
振
込
口
座

の
通
帳
（
見
開
き
ペ
ー
ジ
）
の
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

・
公
務
員
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
（
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で

高
梁
市
に
住
所
が
あ
っ
た
児
童
手
当

受
給
者
で
、
か
つ
平
成
25
年
の
所
得

が
児
童
手
当
制
度
で
定
め
ら
れ
た
基

準
未
満
の
人
が
対
象
）
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
規
定
の
申
請
書
に
勤
務
先

で
交
付
す
る
証
明
書
と
振
込
先
の
口

座
番
号
確
認
書
類
を
添
え
て
11
月
４

日
㈫
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

給
付
金
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
こ
と

　
臨
時
給
付
金
対
策
室
（
福
祉
課
生
活

福
祉
係
）
☎
21-

０
２
６
６

▼
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
関

す
る
こ
と

　
臨
時
給
付
金
対
策
室
（
子
ど
も
課
子

ど
も
支
援
係
）
☎
21-

０
２
８
８

　
平
成
25
年
に
全
国
的
な
風
し
ん
の
流

行
が
あ
り
、
全
国
で
約
１
万
４
千
人
、

県
内
で
は
76
人
の
風
し
ん
患
者
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
主
な
症
状
と

し
て
、
発
疹
、
発
熱
、
リ
ン
パ
節
の
腫

れ
等
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
妊
娠
初
期

の
妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
胎

児
に
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
、
難

聴
、
心
疾
患
、
白
内
障
、
精
神
や
身
体

の
発
達
の
遅
れ
等
の
障
害
（
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
）
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
女
性
や
そ
の

周
り
の
人
で
、
風
し
ん
に
感
染
し
た
こ

と
や
予
防
接
種
歴
が
明
ら
か
で
は
な
い

人
は
、
風
し
ん
に
対
す
る
抗
体
価
（
免

疫
）
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
抗
体
検
査
を
受
け
て
、
自
分
の
抗

体
価
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
県
は
、
無
料
の
風
し
ん
抗
体
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
女
性
や
そ
の
周
り
の
人
へ

風
し
ん
無
料
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
岡
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

無
料
抗
体
検
査
の
対
象
者

　
検
査
日
に
県
内
に
住
所
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
①
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

③
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配

偶
者
な
ど
の
同
居
者

※
た
だ
し
、
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
、
明
ら
か

に
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ
る

人
、
検
査
で
確
定
診
断
を
受
け
た
風

し
ん
の
既
往
歴
が
あ
る
人
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
を
除
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/
page/380502.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
岡
山
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

　
☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
３
１

　Information - 行政情報
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市
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

高
梁
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
盗
等
の
街
頭
犯
罪
や
少
年
非

行
、
子
ど
も
等
弱
者
を
狙
っ
た
犯
罪
等

の
防
止
を
図
り
、
犯
罪
の
起
き
に
く
い

社
会
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
新
た
に
設
置
す
る
町
内
会
等
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　
町
内
会
、
商
店
街
組
合
等
そ
の
他
地

域
的
な
共
同
活
動
を
行
う
団
体

◆
設
置
場
所

　

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
道

路
、
公
園
、
駐
車
場
お
よ
び
駐
輪
場
等

◆
補
助
対
象
経
費

・
防
犯
カ
メ
ラ
お
よ
び
録
画
装
置
等
の

購
入
費
、
賃
貸
料

・
専
用
ポ
ー
ル
、
ケ
ー
ブ
ル
、
看
板
等

の
設
置
工
事
費

・
そ
の
他
、
設
置
に
必
要
な
経
費

※
た
だ
し
、
賃
貸
の
場
合
は
申
請
年
度

（
初
年
度
）
の
み
と
し
ま
す
。

  
市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
社
会
環
境
の
整
備

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

◆
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

（
１
件
あ
た
り
の
上
限
額
20
万
円
）

◆
主
な
補
助
要
件

・「
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
お
よ
び
運
用
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て

管
理
、
運
用
す
る
こ
と

・
地
域
の
合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

・
設
置
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
く
許
可

を
受
け
る
こ
と

・
あ
ら
か
じ
め
管
轄
す
る
警
察
署
長
に

意
見
を
求
め
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
市
民
課
市
民
係
☎
21-

０
２
５
４

　
市
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
聞
く
た
め
、
次
の
と
お
り
審
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員

　
３
人
以
内

◆
募
集
資
格

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
熱
意
を

持
っ
て
い
る
人

②
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

◆
申
込
方
法

　
所
定
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
市
民
課
、
各
地
域
局
、
各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。　

◆
募
集
期
限

　
10
月
31
日
㈮

◆
委
員
の
決
定

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

  

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

審
議
会
の
概
要

◆
審
議
会
の
役
割

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
施

策
お
よ
び
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
重
要
事
項
の
調
査
審
議
を
行
い
ま

す
。

◆
回
数　
年
２
回
程
度

◆
構
成　
委
員
15
人
以
内

◆
任
期　
任
命
さ
れ
て
か
ら
２
年
間

◆
支
給　
会
議
出
席
の
報
酬
と
旅
費

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課
市
民
係
☎
21-

０
２
５
４

女
性
と
男
性
で
輝
く
社
会
を

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
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工
事
を
進
め
て
い
る
新
市
庁
舎
建
設

工
事
に
伴
い
、
隣
接
す
る
正
宗
公
園
の

一
部
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
利
用
で
き
な
い
期
間

　
　
11
月
４
日
㈫
～
12
月
31
日
㈬

◆
利
用
で
き
な
い
範
囲

　
　
西
出
入
り
口
お
よ
び
そ
の
周
辺

  

ま
ち
づ
く
り
課
・
事
業
調
整
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
市
庁
舎
建
設
工
事
に
伴
い

正
宗
公
園
の
一
部
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

　
公
園
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
何
か

と
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
明
け
に
は
、
正
宗
公
園
内

の
整
備
工
事
も
始
ま
り
、
公
園
全
体
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
課
☎
21-

０
２
３
８
、
事
業
調
整
課
☎
21-

０
２
８
６

　

良
質
な
住
居

環
境
の
整
備
を

行
い
、
定
住
促

進
を
図
る
た
め
、

単
身
用
住
宅
を

世
帯
向
け
住
宅

に
改
造
、
改
築

す
る
事
業
に
対

し
、
助
成
し
て

い
ま
す
。

◆
対
象

　
単
身
用
住
宅
を
世
帯
向
け
住
宅
に
改

造
、
ま
た
は
除
去
し
て
同
一
の
場
所
に

改
築
す
る
も
の

◆
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
に
相
当

す
る
額
（
改
造
し
、
改
築
し
た
世
帯
向

け
住
宅
１
戸
当
た
り
80
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。）

　
そ
の
他
の
要
件
等
、
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
秘
書
政
策
課
企
画
係
☎
21-

０
２
０
８

 

秘
書
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

単
身
用
住
宅
改
修
整
備

　

市
は
、
市
内
の
団
体
等
を
対
象
に
、

市
民
文
化
の
振
興
や
個
性
と
創
造
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た

め
、
文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
事
業

　
歴
史
的
文
化
の
調
査
・
保
護
、
文
化

の
普
及
・
研
修
、
優
秀
芸
術
の
誘
致
・

収
集
、
文
化
施
設
の
整
備
、
歴
史
的
重

要
施
設
の
整
備
、
地
域
の
活
性
化
促
進

を
図
る
取
り
組
み
な
ど

※
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
、
特
定
の

政
治
団
体
や
宗
教
団
体
、
宣
伝
を
目

的
と
す
る
事
業
等
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

◆
助
成
額

　
事
業
に
か
か
る
経
費
の
２
分
の
１
を

限
度
と
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
要
件
等
、
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
文
化
係
☎
21-

１
５
１
６

  

社
会
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

文
化
振
興
基
金
助
成

Ｎ



12広報　　　　　10月号　vol.121

　Information - 行政情報

　
市
農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ

き
、
農
地
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
市
内
全
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

　
調
査
は
、
10
月
上
旬
か
ら
11
月
初
旬

に
か
け
て
、
農
業
委
員
と
市
職
員
で
現

地
を
確
認
し
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
遊
休
農
地
の

所
在
等
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
21-

０
２
２
６

　
各
地
域
局
地
域
振
興
課

  

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　

農
地
法
第
３
条
も
し
く
は
利
用
権

設
定
に
よ
る
農
地
の
貸
借
を
行
っ
た
借

受
者
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
し
た

が
、
交
付
対
象
が

追
加
さ
れ
、
貸
付

者
に
も
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

◆
貸
付
者
の
要
件

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
策
定
区
域
内

に
お
け
る
認
定
農
業
者
、認
定
就
農
者
、

特
定
農
業
法
人
、
農
業
生
産
法
人
、
ま

た
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て

中
心
経
営
体
に
位
置
付
け
ら
れ
た
人
に

新
規
に
農
地
を
貸
し
付
け
た
人
で
あ
っ

て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
使
用
貸
借
に
よ
り
農
地
を
貸
し
付
け

た
人

②
賃
貸
借
に
よ
り
施
設
（
使
用
可
能
な

果
樹
棚
・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
限
る
）

が
３
分
の
１
以
上
を
占
め
る
農
地
を

貸
し
付
け
た
人

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課
農
業
振
興
係
☎
21-

０
２
２
３

  
農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
地
集
積
促
進
事
業

　
市
は
、高
齢
者
で
も
栽
培
し
や
す
く
、

日
当
た
り
の
悪
い
農
地
を
好
む
フ
キ
の

栽
培
を
推
奨
し
、
市
内
耕
作
放
棄
地
の

解
消
と
定
年
帰
農
者
等
の
収
入
増
加
を

図
り
ま
す
。

◆
募
集
要
件

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
所
有
す
る
耕

作
放
棄
地
等
で
栽
培
を
行
い
、
意
欲
を

持
っ
て
農
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
出
荷

を
目
標
と
し
て
い
る
人

◆
予
定
者
数

　
10
人
程
度
（
予
定
）

※
１
戸
当
た
り
１
㌃（
３
０
０
株
定
植
）

※
苗
は
、
１
本
60
円
で
販
売
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
苗
数
を
調
整

し
て
提
供
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
11
月
４
日
㈫
～
11
月
20
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課
農
業
振
興
係
☎
21-

０
２
２
３

  

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業

　
高
梁
の
魅
力
を
写
し
取
っ
た
「
と
っ

て
お
き
の
一
枚
」
に
、
思
い
出
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
「
と
っ
て
お
き
の
一
言
」

を
添
え
た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
テ
ー
マ

　

高
梁
市
内
の
四
季
の
自
然
や
風
景
、

人
々
の
く
ら
し
な
ど
を
撮
影
し
た
【
写

真
】
に
【
言
葉
】
を
添
え
た
も
の

◆
募
集
部
門

　
①
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
：
中
学
生
以
下

　
②
一
般
の
部
：
高
校
生
以
上

◆
応
募
方
法

　
応
募
作
品
１
点
に
つ
き
１
枚
の
応
募

用
紙
を
添
付
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
お
近
く
の
公
共
施
設

等
に
備
え
て
い
ま
す
。

◆
応
募
締
切

　
平
成
27
年
１
月
30
日
㈮
ま
で

※
詳
し
い
内
容
等
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係

　
☎
21-

０
２
１
０

  

秘
書
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＫコＯ
ＴトＯ
コ
ン
作
品
募
集
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　Information - 行政情報

　産業振興課からのお知らせ

高梁歴史いろは塾を開催します
　市の歴史や伝統をわかりやすく学ぶほか、伝統芸能の実演や町歩きなどを行う「高梁歴史いろは塾」
を毎月開催しています。今回のテーマは「刀剣を知ろう」。刀剣に秘められた伝統の技、その魅力につい
て学びます。ぜひご参加ください。

【日 時】　11 月 15 日㈯　午前 10 時～午前 11 時 30 分
【場 所】　備中県民局高梁地域事務所　北棟会議室
【講 師】　元吉備国際大学教授　臼井洋輔さん
【参 加 費】　無料
【申込期限】　11 月７日㈮
※今後、「高梁地域の仏画」「備中神楽」「高梁基督教会」「寺山城跡」をテーマに開催を予定しています。

■問い合わせ・申し込み　　産業振興課歴史まちづくり係　☎ 21- ０２５７　 22- ９４６０

　定住対策課からのお知らせ

C
ク ラ シ カ ル

lassical カップリングパーティ in 吹屋 参加者募集
　結婚したい気持ちはあるけれど、なかなか理想の相手と巡り会えない、また巡り会う機会がないとい
う独身の人を対象に、婚活イベントを開催します。レトロな町並みと癒やしの空間が続く吹屋で、この秋、
素敵な出会いを見つけませんか？

【日 時】　11 月 15 日㈯　午前 11 時～午後３時 30 分
【場 所】　ラ・フォーレ吹屋、旧吹屋小学校
【参加条件】　２５歳～４５歳くらいまでの独身男女（学生不可）
　　　　　　 ※男女ともに居住地制限はありません。

【参 加 費】　男性：３０００円　　女性：２５００円
【募集定員】　男女各２０人
【募集期限】　10 月 31 日㈮
【申し込み】　「Classical カップリングパーティ in 吹屋」事務局
　　　　　　（㈲チアーズ）　☎ 086-484-0020

■問い合わせ　　定住対策課定住推進係　☎ 21- ０２８２

　産業振興課からのお知らせ

第３回地紅茶まつりを開催します
　栄町商店街の振興と高梁紅茶普及を目的に、高校生が主体となって地紅
茶まつりを開催します。ぜひご参加ください。

【日 時】　11 月１日㈯　午前 10 時 30 分～午後３時
【場 所】　栄町商店街
【内 容】　物販（地紅茶カフェ、特産品の販売、高校生による出店など）
　　　　　　ステージ（手話歌、ダンス、備中神楽、吹奏楽の演奏など）

■問い合わせ　　産業振興課産業振興係　☎ 21- ０２２９

宝剣　銘国重（宝剣拵）
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　Information - 行政情報

　子ども課からのお知らせ

いっしょに遊ぼ！交流会を開催します
　市は、子どもからお年寄りまで一緒に楽しめる「平成 26 年度高梁市３世代交流行事 いっしょに遊ぼ！
交流会」を開催します。市民なら誰でも参加費無料、家族でも個人でも参加できます。世代間の交流を
楽しみましょう！

【日 時】　11 月 29 日㈯　午前９時 30 分（受付）～正午
【場 所】　落合ふれあい公園
【内 容】　�ラダーゲッターやディスクゴルフなど、初心者でも

楽しめるレクリエーションを通じての三世代交流
【対 象 者】　市民ならどなたでも参加できます。
【申込方法】　電話または書面で子ども課へお申し込みください。
　　　　　　※参加者の氏名、住所、電話番号、生年月日が必要です。

【募集期限】　11 月 20 日㈭

■問い合わせ　　子ども課子ども支援係　☎ 21- ０２８８

　子ども課からのお知らせ

吉備プレーパーク 秋の催しのご案内
　吉備プレーパークは、吉備国際大学子ども発達教育学科が開催している冒険遊び場です。自分の思い
で自由に遊ぶことができます。誰でも参加でき、子どもたちが安心して遊べるように学生のスタッフが
遊びを見守ります。気軽に遊びに来てください。

◆秋の特別企画　10 月 25 日㈯　「泥だんごづくり」　午前 10 時～午後３時
　　　　　　　　11 月 22 日㈯　「凧

たこ
をつくろう」　　午前 10 時～午後３時

　　　　　　　　この他にもロープあそびや木工作など、さまざまな遊びがあります。
　【場 所】　吉備国際大学キャンパス内　第１、第２子ども広場

◆サポーター・会員募集
　吉備プレーパークは、一般の人と一緒に子どもの遊び場づくりを進めていきたいと考えてい
ます。自主野外活動の場などとしてもご活用ください。気軽にスタッフに声をかけてください。

■問い合わせ　　吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科　☎ 22- ９４１３

　秘書政策課からのお知らせ

市からのお知らせ番組「行政放送」をご覧ください
　市からのお知らせや市長が出演する「市政だより」などをお届けしている

「高梁市行政放送」。市職員や関係者が出演し、事業の紹介やイベントなど、
市の話題を市民の皆さんに分かりやすくお届けしています。

【チャンネル】　吉備ケーブルテレビ　１２１チャンネル
【放送時間】　毎日　午前９時 30 分～　午後３時 30 分～　午後９時 30 分～

■問い合わせ　　秘書政策課公聴広報係　☎ 21- ０２１０
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◆ 在宅医療連携拠点事業通信 ◆ 第８回
■問い合わせ　保険課連携推進係　☎21-０３０４

　今回は、溝川紀子さんと河合礼子さんに、小規模多機能型居宅介護施設についてお話を伺ってきました。
　小規模多機能型居宅介護施設では、施設の「通所」やご自宅への「訪問」、そして短期の「宿泊」を組み
合わせて、高齢者の在宅生活を支える介護サービスを提供しています。一つの施設が必要に応じて 3つの
サービスを提供しているので、高齢者の生活に合わせた支援を提供できることに特徴があります。
　例えば、利用者が希望する時間に合わせて施設へ送迎したり、ご自宅に訪問したりするなど、利用者一
人ひとりの都合や希望に合わせた対応ができる点に魅力があります。また、施設の職員は、ケアマネジャ
ーや介護福祉士などの資格をもっているため、ご自宅へ訪問をする時は、薬の管理
や食事の準備、排泄の支援なども行います。その他、重度の認知症高齢者は身の回
りの管理をすることが難しくなりますが、そのような利用者を側面的に支えるた
め、食材や生活用品などの買い物に同行するというサービスも提供しています。
　さらに、夜間の緊急時にも対応できるように、24時間 365 日の体制で高齢者
の在宅生活を支えています。
　高齢者が一人で生活をすることや、家族だけで介護をすることが困難になった
場合、施設入所を考えがちですが、地域に密着した小規模多機能型居宅介護施設
であれば、可能な限り住み慣れた家で自立した生活ができるように支援してくれ
ることが分かり、大変勉強になりました。
　次回は、高梁市川上診療所所長の菅

すが
原
はら
英
えい
次
じ
医師にお話を伺ってきます。

【インタビュー】吉備国際大学学生調査隊の小
お
川
がわ
祥
よし
希
き
さん、森

もり
岡
おか
玲
れ
奈
な
さん（社会福祉学科２年）

小規模多機能型居宅介護施設が暮らしを支える

落
合
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

ＰＴＡ会長の川上康博さん（左）と
浅沼園子園長

■
全
国
小
学
生
倉
敷
王
将
戦　
（
８
月
２
日
・
倉
敷
市
）

坂さ
か

根ね 

海か
い

斗と

君（
高
倉
町
大
瀬
八
長
）

高
梁
小
学
校
５
年

坂さ
か

根ね 

脩し
ゅ
う

斗と

君（
高
倉
町
大
瀬
八
長
）

高
梁
小
学
校
３
年

祝 

全
国
大
会
出
場
!!

「
来
年
も
う
一
度
県
代
表
に
な
っ
て
、
全

国
大
会
で
上
位
に
入
賞
し
た
い
で
す
。
来

年
の
２
月
ぐ
ら
い
に
名
人
戦
が
あ
る
の

で
、
次
も
頑
張
り
た
い
で
す
」

「
全
国
大
会
で
予
選
通
過
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
悔
し
か
っ
た
で
す
。
今
度
は
高
学

年
に
な
る
の
で
難
し
い
け
れ
ど
、
将
棋
の

勉
強
を
し
て
代
表
に
な
り
た
い
で
す
」

　
落
合
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
会
員
全
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
も
と
、
農
業
体

験
の
実
施
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
な

ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
講
座
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
教
育

研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
自
身
の
学
習

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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募　集

幼稚園入園児の募集
◆対象園児　市内に在住する満３歳から満５歳までの就学前の幼児（平成 21年４月２日生まれ～平成 24年４月１日生まれ）
◆通園区域　原則、小学校の通学区域に準じます。（保護者の責任において通園が可能な幼児は、希望する幼稚園に入園することができます）

平成２７年度入園　幼稚園・保育園・認定こども園児を募集します

　Information - 子育て支援情報

幼稚園名 所在地 電話 受入年齢（平成 27年４月１日） 預かり保育
（午後５時まで）３歳児保育 ４歳児保育 ５歳児保育

高梁幼稚園 中之町 7 22- ２１１９ ○ ○ ○
高梁南幼稚園 上谷町 4348 22- ２３２０ ○ ○ ○
津川幼稚園 津川町今津 1069-2 22- ２７７６ ○ ○ ○ ○
川面幼稚園 川面町 1801-1 26- １３２６ ○ ○ ○ ○
巨瀬幼稚園 巨瀬町 4972-5 25- ０１０１ ○ ○ ○ ○
中井幼稚園 中井町西方 301-1 28- ２７００ ○ ○ ○ ○
玉川幼稚園 玉川町玉 1528-2 22- ７５７３ ○ ○ ○ ○
宇治幼稚園 宇治町宇治 1677 29- ２４１７ ○ ○ ○ ○
松原幼稚園 松原町春木 683-2 26- ０２５０ ○ ○ ○ ○
落合幼稚園 落合町阿部 1682 22- ６５７８ ○ ○ ○
福地幼稚園 落合町福地 1578 42- ４１３６ ○ ○ ○ ○

認定こども園入園児の募集
　平成27年４月から、有漢幼稚園・有漢保育園が有漢認定こども園に、川上幼稚園・川上保育園が川上認定こども園になります。
◆対象園児　市内に在住する保護者の就労状況にかかわらず利用を希望する就学前の幼児

こども園名
(予定 ) 所在地 電話 定員

(予定 )
受入年齢（平成 27年４月１日） 延長保育0 1 2 3 4 5

有漢こども園 有漢町有漢 3328-3 幼稚園 57- ３０２０
保育園 57- ２０１４ 80 ６カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ 午後７時まで

川上こども園 川上町地頭 1365 幼稚園 48- ３１３３
保育園 48- ４３２２ 90 ６カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ 午後７時まで

■問い合わせ　入園を希望する各園、子ども課子ども保育係☎ 21- ０２６４

保育園入園児の募集
◆対象園児　市内に在住する保護者の就労等により日中の保育を必要とする就学前の幼児
※１歳未満児は若干名の募集。途中入園の場合も平成 27年４月１日現在の満年齢が受入年齢になります。

保育園名
(公立・私立 ) 所在地 電話 定員

(予定 )
受入年齢（平成 27年４月１日） 延長保育0 1 2 3 4 5

高梁保育園 公 向町 21-2 22-２４２３ 120 ○ ○ ○ ○ ○ 午後６時30分まで
高梁中央保育園 私 下町 134 22-４３３３ 80 ３カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ 午後７時まで
落合保育園 私 落合町阿部 1683 22-４４６６ 90 ３カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ 午後７時まで
鶴鳴保育園 公 成羽町下原 437-1 42-２０１１ 90 ６カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ 午後７時まで
成美保育園 公 成羽町成羽 2789-2 42-２２３９ 45 ○ ○ ○
備中保育園 公 備中町布瀬 182-1 45-３１４２ 35 ○ ○ ○ ○ ○
西山保育園 公 備中町西山 2105 45-２２９９ 20 ○ ○ ○ ○

　市内の幼稚園、保育園、認定こども園では、平成２７年度の入園申し込みを受け付けます。入園を希望
する保護者は、受付期間内に認定と申し込みを兼ねた「入園申込書」の提出をお願いします。

◆入園手続　入園を希望する各園へ「入園申込書」を提出してください。
◆受付期間　11月 10日㈪～ 11月 28日㈮まで　※正式な入園決定は３月になります。
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◎のびのび親子教室　※申し込みが必要です
内　容：�お子さんの発達について心配な人、遊びを

通してコミュニケーションや関わりを学ぶ
教室　※託児ができます

対　象：２歳～３歳くらいの子どもと保護者
　11月18日㈫   10:30～11:30　高梁保健センター

◎親子で遊べる教室
内　容：親子体操、親子遊び
親子体操教室　※初回は申し込みが必要です
対　象：おおむね２歳～就学前の幼児
　11月10日㈪  14:30～15:10　高梁保健センター
ちびっこ広場
対　象：おおむね１歳～就学前の幼児
　11月20日㈭  10:00～11:30　成羽健康管理センター
あそびのひろば
対　象：おおむね１歳～就学前の幼児
　11月20日㈭  10:00～12:00　川上児童館

◎育児相談
　内　容：身体測定、個別相談
　持参品：母子健康手帳
　対　象：０歳～就学前の幼児
　　11月14日㈮  10:00～11:00（受付）　有漢保健センター
　　11月20日㈭  10:00～10:30（受付）　成羽健康管理センター
　　11月20日㈭    9:45～10:00（受付）　川上児童館

◎離乳食教室
内　容：離乳食の調理実習　※託児ができます
持参品：エプロン、三角巾、筆記用具、母子健康手帳
対　象：乳児の保護者
　11月28日㈮  13:30～15:30　高梁保健センター

◎ひよこ園（療育指導）
　場　所：高梁保健センター（和室）
　　11月13日㈭  10:00～16:00　
　　11月27日㈭  10:30～16:00
　■問い合わせ・申し込み
　　健康づくり課母子保健係 ☎21- ０２２８、各地域局

各 種 相 談・教室

◎母子相談
　月・火・木・金　  9:00 ～ 16:00　子ども課相談室
　■問い合わせ　子ども課子ども支援係☎21-０２８８

◎家庭児童相談
　月・火・水・金　  9:00 ～ 16:00　子ども課相談室
　■問い合わせ　子ども課子ども支援係☎21-０２８８

◎教育相談
　月～金　  9:00 ～ 17:00　教育委員会相談室
　■問い合わせ・電話相談　専用電話☎ 22- ７８６７

　Information - 子育て支援情報

◎さてらいとひろば“ゆうゆう”
　11月 25日㈫　10:00 ～ 11:30　有漢保健センター
　11月 26日㈬　10:00 ～ 11:30　文化交流館
◎サロン　月～金曜日（祝日を除く）　10:00 ～ 16:00
◎家庭相談日　11月 13日㈭、11月 25日㈫

月　日 あそび内容
11月   7 日㈮ 赤ちゃんタイム
11月 14日㈮ 音で遊ぼう
11月 21日㈮ 布で遊ぼう
11月 28日㈮ カレンダーを作ろう

ゆう・ゆうひろば

　■問い合わせ　子育て支援センター☎ 22- ２４５０
　　　　　　　　子ども課子ども支援係☎21-０２８８

　※�保育士への相談やファミリーサポート事業の申し込み等は、
午前８時 30分～午後５時 15分まで受け付けています。

　場所：子育て支援センター（順正高等看護福祉専門学校２号棟）

　就学前の子どもたちと保護者の交流の場です。お気軽にお越しください。

◎ゆう・ゆうタイム　10:00 ～ 11:30

◎子どもの心とからだの総合相談（要予約）
　　11 月 13 日㈭　13:00 ～ 15:00（受付）　備北保健所
　■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課☎ 21- ２８３５

◎思春期（ひきこもり）相談（要予約）
　　11 月 27 日㈭　  9:30 ～ 11:30　備北保健所
　■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課☎ 21- ２８３５
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国民年金
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年の１月
１日～１２月３１日までに納付した保険料が対象です。この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証
明する書類の添付が義務付けられています。
　平成２６年１月１日～９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された人には「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が本年１１月上旬に日本年金機構本部から送付されます。年末調整や確定申告には必ずこの証明書（ま
たは領収証書）を添付してください。また、平成２６年１０月１日～１２月３１日までの間に今年初めて国民年金
保険料を納付した人については、翌年の２月上旬に送付されます。
　なお、家族の国民年金保険料を納付された場合も、本人の社会保険料控除に加えることができますので、家族あ
てに送られた控除証明書を添付して申告してください。

■問い合わせ　市民課戸籍住民係☎ 21- ０２５２、日本年金機構高梁年金事務所☎ 21- ０５７３

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます！
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

月　日 医療機関名（所在地） 電話番号

11月　2日㈰ 高梁整形外科医院（本町）
野村医院（巨瀬町）

☎22-１５３１
☎25-０００３

11月　3日㈪ 大杉病院（柿木町） ☎22-５１５５

11月　9日㈰ 藤本診療所（松原通）
まつうらクリニック（成羽町）

☎22-３７６０
☎42-２３１５

11月 16日㈰ 西医院（中之町）
三村医院（巨瀬町）

☎22-２８２０
☎25-９０１０

11月 23日㈰ 成羽病院（成羽町） ☎42-３１１１

11月 24日㈪ 仲田医院（落合町）
野村医院（巨瀬町）

☎22-０５１１
☎25-０００３

11月 30日㈰ 池田医院（中間町）
有漢診療所（有漢町）

☎22-２２４４
☎57-３１４１

※休日当番医が変更になる場合がありますので、受診前
に電話でご確認ください。

休日当番医
税 (料 ) 目 期 納期限

(口座振替日 )

市民税・県民税（普通徴収） ３期

10月 31日㈮
国民健康保険料（普通徴収）

４期介護保険料（普通徴収）

後期高齢者医療保険料（普通徴収）

【予告】　11月の納期限（口座振替日）
・国民健康保険税（普通徴収／５期）
・介護保険料（普通徴収／５期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収／５期）
※納期限（口座振替日）＝ 12月１日㈪

【お願い】
　口座振替を登録されている人は、振替日前に預金
残高の確認をお願いします。

税  金 　10 月納期限（口座振替日）

■問い合わせ　税務課収税係☎ 21- ０２１５
　※後期高齢者医療保険料は、保険課健康保険係☎ 21- ０５７２

　Information - 生活支援情報

お知らせ
　岡山県最低賃金が平成 26 年
10月５日から時給７１９円に改
定されました。
　使用者は、最低賃金額以上の
賃金を労働者に支払わなければ
なりません。

■問い合わせ　岡山労働局賃金室☎086-225-2014

岡山県最低賃金の改定
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◎法律相談（予約制）
11月11日㈫   13:00～16:00　市役所別館第５会議室
■問い合わせ・申し込み　市民課市民係  ☎21- ０２５４

◎行政相談
11月10日㈪　9:00～12:00　市コミュニティプラザ
11月12日㈬　9:00～12:00　有漢保健センター
11月21日㈮ 10:00～15:00　中コミュニティセンター
■問い合わせ　市民課市民係  ☎21- ０２５４、 各地域局

◎司法書士相談
11月  7日㈮  10:00～12:00　有漢保健センター
11月  7日㈮  10:00～12:00　川上総合学習センター
11月  7日㈮  10:00～12:00　備中総合センター
■問い合わせ　市民課市民係  ☎21- ０２５４

◎消費生活相談
11月18日㈫  10:00～15:00　市役所分庁舎会議室Ａ
■問い合わせ　市民課市民係  ☎21- ０２５４

◎人権擁護委員によるなやみごと相談
11月  4日㈫　9:00～12:00　市役所別館第５会議室
11月13日㈭　9:00～12:00　成羽文化センター
■問い合わせ　岡山地方法務局高梁支局  ☎22- ２３１８

◎職業相談
　　月～金  8:30 ～ 17:15 高梁公共職業安定所

■問い合わせ　ハローワークたかはし  ☎22- ２２９１

◎ふれあい相談
　　10:00～15:00　高梁総合福祉センター
　心配ごと相談・高齢者サービス相談　11月20日㈭
　身体障害者相談　　　　　　　　　　11月  6日㈭
　福祉総合相談　　　毎週月～金曜日（祝日は除く）

■問い合わせ・相談予約
　高梁市社会福祉協議会地域福祉課  ☎22-７２４３
　有漢支所  ☎57- ３２１８　成羽支所  ☎42-２００５
　川上支所  ☎48-９７７０　備中支所  ☎45-３１３１

◎備北保健所の相談・検査（予約制）
　病態栄養相談　　　　　11月13日㈭  10:00～11:00
　精神保健福祉相談　　　11月12日㈬  14:00～16:00
　　　　　　　　　　　　11月28日㈮  14:00～16:00
　エイズ・性感染症検査　11月26日㈬  13:00～14:00
　Ｂ型・Ｃ型肝炎検査　　11月26日㈬  13:00～14:00
　骨髄ドナー検査登録　　11月26日㈬  13:00～14:00

■問い合わせ　備北保健所備北保健課  ☎21- ２８３６

各 種 相 談

■問い合わせ　ハローワークたかはし☎ 22- ２２９１

◎身体障害者巡回更生相談
　岡山県身体障害者巡回更生相談（肢体・聴覚）を行い
ます。身体障害者の義肢・装具・車椅子・補聴器の購入・
修理の相談を受け付けます。また、補装具購入費の交付
判定も実施します。希望者は、事前に福祉課へ申請書を
提出してください。
　日　時　11月11日㈫　10:00～12:00（受付11:30まで）
　場　所　高梁総合福祉センター
　相談料　無料
　■問い合わせ　福祉課障害福祉係☎ 21- ０２８４

　Information - 生活支援情報

月　日 場所 受付時間

10月 19 日㈰ かわかみ
ふるさと物産まつり会場 10:00 ～ 14:00

11 月　5日㈬ 高梁総合福祉センター   9:30 ～ 11:30
12:30 ～ 16:00

11 月 27日㈭ 有漢保健センター 12:45 ～ 14:15

献  血

■問い合わせ　健康づくり課健康増進係☎21- ０２６７

職種 所在地 賃金月額
ゴム・樹脂射出成形機
オペレーター 有漢町 161,500 円～ 170,500 円

技能職 有漢町 時給  900 円～ 1,100 円

営業職 川面町 173,000 円～ 213,000 円

営業員 川端町 160,000 円～ 250,000 円

雑務作業者 原田南町 時給  900 円

調理業務 成羽町 日給  7,180 円

レストランホールスタッフ 成羽町 160,000 円～ 230,000 円
和菓子の加工・包装作業
および販売営業 東町 時給  719 円～ 750円

レジ接客・品出し 落合町 時給  720 円～ 900円

販売員 成羽町 時給  750 円～ 950円

求人情報（10 月３日現在 )
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【会 期】　10 月 18 日㈯～ 12 月 14 日㈰　（休館日：金曜日）
　　　　　　午前９時～午後５時

【会 場】　吉備川上ふれあい漫画美術館
【入 場 料】　大人 400 円　高校・大学生 300 円　小・中学生 200 円
　　　　　　漫画美術館入館料のみで入場できます。

　「桃山ひなせトークショー」　11 月９日㈰　午後１時 30 分～

■問い合わせ　　吉備川上ふれあい漫画美術館　☎ 48- ３６６４

高梁市発足 10 周年・吉備川上ふれあい漫画美術館開館 20 周年記念

桃山ひなせイラスト原画展 ～コミカライズの世界～

【展 示 名】　山城短歌会　　　　【期 間】　11 月１日㈯～ 11 月 30 日㈰

高梁駅ふれあい連絡路へ作品を展示

高梁市発足 10 周年記念
ミュージカル　　　　　　 クリスマス・キャロル

【日 時】　11 月 15 日㈯　開演：午後５時（開場：午後４時 30 分）
【会 場】　高梁総合文化会館
【出 演】　草刈正雄、川島なお美、吉田要士ほか
【入 場 料】　前売券　Ｓ席 :4000 円　Ａ席 :3000 円
　　　　　　当日券　Ｓ席 :4500 円　Ａ席 :3500 円
　　 　 　 　　※４歳未満の乳幼児の入場はご遠慮ください。
　　　　　　〈チケット販売先〉　総合文化会館、市内プレイガイドほか
■問い合わせ　　高梁総合文化会館　☎ 22- １０４０

高梁市発足 10 周年記念
高梁市文化講演会　　 　高橋元太郎講演会

【日 時】　12 月７日㈰　開演：午後２時（開場：午後１時 30 分）
【会 場】　高梁総合文化会館
【演 題】　「うっかり八兵衛の人生よもやま話」　（手話通訳付き）
【入 場 料】　前売券　1000 円（全席自由）　
　　　　　　当日券　1200 円（全席自由）
　　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
　　　　　　〈チケット販売先〉　総合文化会館、市内プレイガイドほか
■問い合わせ　　高梁総合文化会館　☎ 22- １０４０

■問い合わせ　　高梁文化協会　☎ 22- ２１２５

　Information - イベント情報
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高梁市発足 10 周年・成羽美術館新築開館 20 周年記念
岡山県文化のつどい
第 12 回岡山県民文化祭参加事業   安藤忠雄講演会
　成羽美術館は、建築家 安藤忠雄の初期の建築として知られており、自然光を取り込むガラス面とコン
クリート打ち放しの美しい直線構成が特徴です。今回の講演会では、近年安藤忠雄さんが関わってきた
まちづくりの取り組みを通じて、生き残りをかけて戦うこれからの地方都市のあり方についてお話をい
ただきます。

【日 時】　11 月８日㈯　午後２時～午後３時 15 分
【会 場】　高梁総合文化会館
【演 題】　「地方都市の生き残りをかけて」
【入 場 料】　無料（全席自由）
【サイン会】　本の購入者を対象にサイン会を開催します。
　　　　　　１回目：午後１時 10 分～午後１時 50 分
　　　　　　２回目：午後３時 20 分～午後４時

■問い合わせ　　成羽美術館　☎ 42- ４４５５

　成羽美術館は、新築開館 20 周年を記念して、11 月８日㈯を「美術館の日」
として入場無料にします。ぜひ、ご来場ください。

◎開催中の展覧会
　【名　称】　「児島虎次郎と呉昌碩展 - 文化交流のあと -」
　【会　期】　～ 12 月 14 日㈰ （休館日：月曜日）　午前 9 時 30 分～午後５時

■問い合わせ　　成羽美術館　☎ 42- ４４５５

成羽美術館新築開館 20 周年記念
11 月８日は「美術館の日」　成羽美術館へ行こう！

【日 時】　11 月 22 日㈯　午後１時 30 分～午後３時
　　　　　　講演会終了後にサイン会、本の販売もあります。

【会 場】　高梁市文化交流館　１階ハイビジョンルーム
【演 題】　「おっと痛快！絵本読み語りの旅でぃ！高梁の宿」
【入 場 料】　無料　
※託児ができます。ご希望の人は 11 月８日㈯までにお申し込みください。

■問い合わせ・申し込み先　　高梁中央図書館　☎ 22- ２９１２

「ねぎぼうずのあさたろう」
　シリーズでおなじみ　　　飯野和好講演会

　Information - イベント情報
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高
梁
税
務
署
は
、
税
の
仕
組
み

や
使
い
道
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
身

近
な
税
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
租
税
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
会
場
に
は
、
分
か

り
や
す
い
税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
…
11
月
11
日
㈫
～
17
日
㈪

◆
会
場
…
イ
ズ
ミ
ゆ
め
タ
ウ
ン
高

梁
店　
１
階
ゆ
め
広
場

高
梁
税
務
署
☎
22-

２
５
４
６

　
高
梁
税
務
署
は
、
平
成
26
年
分

の
年
末
調
整
の
し
か
た
お
よ
び
法

定
調
書
等
の
提
出
方
法
等
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
21
日
㈮　
①
午
前

10
時
～
午
前
11
時
30
分（
有
漢
・

成
羽
・
川
上
・
備
中
町
の
人
）

②
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

（
①
以
外
の
人
）

◆
会
場
…
文
化
交
流
館
中
ホ
ー
ル

高
梁
税
務
署
☎
22-
２
５
４
６

　
備
中
高
梁
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会

は
、
岩
登
り
技
術
の
向
上
と
普

及
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

行
う
た
め
、
初
心
者
を
対
象
と
し

た
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
を
実
施
し
ま
す
。
未
経
験
の

人
も
体
験
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…
11
月
９
日
㈰　
午
前
10

時
～
午
後
４
時（
受
付
時
間
：
午

前
９
時
～
午
前
９
時
30
分
）

◆
場
所
…
夫
婦
岩
近
く
の
岩
場

（
成
羽
町
布
寄
地
内
）

◆
料
金
…
無
料（
飲
み
物
、
昼
食

は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
）

◆
募
集
定
員
…
20
人

◆
募
集
締
切
…
11
月
５
日
㈬

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

備
中
高
梁
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会

事
務
局（
杉
田
）☎
45-

３
１
０
６

　
切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
が
っ
た

電
線
は
、
感
電
の
恐
れ
が
あ
り
大

変
危
険
で
す
。
絶
対

に
近
づ
い
た
り
、
触

れ
た
り
せ
ず
、
す
ぐ

に
中
国
電
力
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

中
国
電
力
㈱
岡
山
カ
ス
タ
マ
ー

セ
ン
タ
ー（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０-

４
１
３-

８
２
３

11
月
11
日
か
ら
17
日

税
を
考
え
る
週
間

源
泉
所
得
税
の

年
末
調
整
説
明
会

中
国
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

切
れ
た
電
線
に
注
意

自
然
の
岩
を
登
ろ
う

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

　
防
衛
省
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部
で
は
、
平
成
26
年
度
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
普
通

科
高
校
の
教
育

を
受
け
な
が
ら

技
術
者
を
養
成

す
る
コ
ー
ス
）の

学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格
…
中
卒（
見
込
み
を

含
む
）17
歳
未
満
の
男
子

◆
受
付
期
間
…
推
薦
：
11
月
１
日

㈯
～
12
月
５
日
㈮
、
一
般
：
11
月

１
日
㈯
～
平
成
27
年
１
月
９
日
㈮

◆
試
験
日
…
推
薦
：
平
成
27
年
１

月
10
日
㈯
～
12
日
㈪
ま
で
の
間
の

指
定
す
る
１
日
、
一
般
：
平
成
27

年
１
月
24
日
㈯

　
ご
不
明
な
点
、
ま
た
詳
し
い
資

料
等
を
ご
希
望
の
人
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
防
衛
省
自
衛

隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
od.

go.jp/pco/okayam
a/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所
☎

22-
２
３
１
４

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

高
等
工
科
学
校
の
生
徒
募
集

　
岡
山
弁
護
士
会
は
、
弁
護
士
事

務
所
が
な
い
県
内
の
市
町
村
で
、

岡
山
弁
護
士
会
の
弁
護
士
に
よ
る

一
斉
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）を

開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
11
月
19
日
㈬　
午
後
１

時
～
午
後
６
時（
受
け
付
け
は
午

後
５
時
30
分
ま
で
）

◆
場
所
…
文
化
交
流
館
第
三
講
座
室

◆
相
談
内
容
…
法
律
問
題
全
般

◆
相
談
時
間
…
30
分
以
内

岡
山
弁
護
士
会
☎
０
８
６-

２
２
３-

４
４
０
１

あ
な
た
の
街
で
あ
い
ま
し
ょ
う
！

弁
護
士
無
料
相
談
会

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
子

ど
も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以

内
を
、
固
定
金
利（
年
２.

35
％

（
８
月
１
日
現
在
））で
利
用
で
き
、

在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
返
済

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６
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高
梁
高
校
有
終
館
の
所
蔵
品
公

開
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
宝
で
あ

る
山
田
方
谷
先
生
の
書
な
ど
を
展

示
し
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
…
…
11
月
６
日
㈭　
午
後

２
時
～
午
後
５
時

◆
場
所
…
有
終
館（
高
梁
高
校
正

門
脇
）

高
梁
高
校
☎
22-

３
０
４
７

山
田
方
谷
・
板
倉
勝
静
の
書
な
ど

有
終
館
所
蔵
品
展

【おわびと訂正】　９月号の 18 ページに誤りがありました。おわびして訂正します。
　　　　　　　　就職を希望している障がい者の皆さんへ
　　　　　　　　（誤）身体障害者手帳→（正）障害者手帳
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【
頼
久
寺
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
】

◆
日
時
…
10
月
25
日
㈯　
午
後
６

時
30
時
～

◆
場
所
…
頼
久
寺

◆
出
演
…
倉
敷
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ

◆
料
金
…
無
料

【
遠
州
茶
会
】

◆
日
時
…
11
月
16
日
㈰

○
遠
州
公
顕
彰
法
要
・
茶
筅
供
養

　
午
前
９
時
～

○
お
茶
会

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

◆
場
所
…
頼
久
寺

◆
席
主
…
遠
州
流
茶
道
岡
山
支
部
・

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
備
北
支
部

◆
料
金
…
お
茶
券
２
０
０
０
円

頼
久
寺
☎
22-

３
６
１
６

名　称 開 催 日
開会時間 会　場 備　　　考

第52回市民体育祭
市民硬式テニス大会

11月23日㈰
午前9時

神原スポーツ
公園

【対　象】�岡山県テニス協会Ｂクラスの人
【部　門】�男子ダブルス、女子ダブルス
　　　　　※各リーグで各予選リーグ、決勝リーグを行います
【参加費】１ペア 3000円
【申し込み】�11/19㈬までに市体育協会事務局へ
【問い合わせ】竹浪さん（☎090-1330-9939）

第26回高梁地域
バドミントン大会

11月23日㈰
午前８時３０分 市民体育館

【対　象】�高梁市、新見市、吉備中央町に在住、在勤、通学する人
【部　門】�１部～４部
【参加費】一般 1000円、高校生以下 500円
【申し込み】�11/11㈫までに市体育協会事務局へ
【その他】代表者会議：11/12㈬ 午後7時～市民体育館で開催

第37回備北三市一
郡９人制バレーボー
ル大会

12月14日㈰
午前8時30分 市民体育館

【対　象】備北三市一郡（�高梁市、新見市、旧北房町、旧賀陽町）
　　　　　に在住、在勤・通学する一般の人（大学生含む）
【参加費】1チーム 5000円
【申し込み】�12/4㈭までに市体育協会事務局へ

スポーツ行事のお知らせ（11・12月） 市体育協会事務局　☎21-０３３７　 21-０３３８

２
０
１
４

小
堀
遠
州
の
世
界
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市長室
から

こ
ん
に
ち
は

▼
こ
の
度
は
公
務
中
に
交
通
違
反

を
犯
し
て
し
ま
い
、
誠
に
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
政
を

あ
ず
か
る
者
と
し
て
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
、
猛
省
し
て
お

り
ま
す
。
よ
り
一
層
気
を
引
き
締

め
て
高
梁
の
た
め
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
高
梁
市
が
10
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
方
に
支
え
ら

れ
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

依
然
と
し
て
人
口
減
少
や
少
子
化

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
知
恵
を
集
め
て
、
人
口
を

減
ら
さ
な
い
た
め
の
対
策
を
打
ち

立
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
行
に

移
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
高
梁
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
懸
命
に
努

力
を
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
皆
さ
ん
の
知
恵
や
お
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

▼
本
市
を
舞
台
に
し
た
ア
ニ
メ
、

「
愛
・
天
地
無
用
！
」
が
10
月
６
日

か
ら
関
東
圏
で
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
の
ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
視
聴
可

能
で
す
。
こ
の
ア
ニ
メ
放
送
を
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
高
梁
を
売
り
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ン

な
ど
、
多
く
の
方
に
高
梁
市
を
訪

れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
吉
備
国
際

大
学
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学

部
と
も
連
携
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
市

長
会
の
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。「
地
方
移
住
」
が
テ
ー
マ
で
し

た
が
、「
ま
ず
国
全
体
で
人
口
減

少
に
ど
う
歯
止
め
を
か
け
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
。
単
に
自
治

体
同
士
の
人
の
呼
び
込
み
合
戦
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
」と
話
し
て
き

ま
し
た
。
少
子
化
を
い
か
に
食
い

止
め
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
目
を

向
け
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は
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※行政放送、市ホームページでも紹介します。

＜作り方＞
①�鮭は焼いて身をほぐしておく。ジャガイモは皮をむき、柔らかく
ゆで、熱いうちにつぶしておく。
②�タマネギとショウガは、みじん切りにする。コンニャクは５㍉角
に切り、ゆでる。
③�熱したフライパンに油をひき、②を炒め火が通ったらコーンを加
えて炒め、塩コショウを振る。
④�ボウルに①と③と牛乳を入れ混ぜる。さらに鮭を加え、身がくず
れないようにさっと混ぜ、４等分にする。小麦粉、卵、パン粉の
順にまぶし、油で揚げる。
⑤カボチャの皮を少し取り、ゆでてつぶす。
⑥�タマネギはみじん切りにし、シメジとベーコン、チーズは５㍉角
に切る。熱したフライパンでタマネギとシメジ、ベーコンを炒める。
⑦�ボウルにカボチャと⑥を入れ、混ぜて４等分にする。小麦粉、卵、
パン粉の順にまぶし、油で揚げる。
⑧�レタスは食べやすい大きさにちぎり、ブロッコリーは子房に分け、
ゆでておく。トマトとレモンは、くし切りにする。
⑨お皿に野菜をのせ、２種類のコロッケをおき、レモンを添える。

1人分の栄養価
【 エネルギー 298kcal 】
たんぱく質 12.1g
脂質 15.6g
食塩 0.9g

鮭コロッケと
�チーズ入りカボチャコロッケ
　鮭がたっぷり入っているコロッケとチーズ入りのほくほくカボチャコロッ
ケです。市販のコロッケより、多種類の野菜が取れるヘルシーな一品です。
このメニューで１食分の野菜120㌘以上を取ることができます。普段のコロ
ッケとは違う鮭やシメジの入った、秋を感じるコロッケはいかがでしょうか。

レシピ提供：高梁市栄養改善協議会連合会 成羽支部 樋口フサ江さん

■問い合わせ　　　　　　　　　　　　　
　健康づくり課健康増進係　☎ 21- ０２６７

＜材料＞（４人分）
鮭コロッケ
ジャガイモ ……  100g
鮭………………… 60g
コーン… ………… 15g
タマネギ… ……… 30g
コンニャク……… 20g
ショウガ… ……… 15g
サラダ油… ……小さじ1
牛乳……………大さじ1
塩コショウ…… 少々

カボチャコロッケ
カボチャ……… 140g
タマネギ… ……… 30g
シメジ… ………… 30g
厚切りベーコン…… 20g
プロセスチーズ…… 40g

精密検査Ｑ＆Ａ
Ｑ：精密検査を受けたが異常なしだったけど？
Ａ：精密検査の目的は「何かを見つけるための検査」と「何でもないことを確認する検査」です。
　　したがって、必ず病気が見つかるわけではありません。
Ｑ：どのくらいの人が「要精密検査」と言われていますか？
Ａ：各検診で差はありますが、だいたい受診者の約３～８％前後の人が要精密検査となります。
　　また、検診の受診者のうち、０．１～０．２％程度の人にがんが発見されています。
Ｑ：もし「要精密検査」と言われたら、どの病院に行けばいいの？
Ａ：市の検診を受けた人には、岡山県が指定した「精密検査委託医療機関」をご紹介しています。
　　受診時の参考にしていただいています。

知って 得 する検診情報　Vol．7

がん検診を受けたら「精密検査が必要」と言われたあなたへ…
　今年のがん検診は受けられましたか？
　検診結果で「要精密検査」と言われたら…皆さん驚かれると思います。
しかし、実際に精密検査を受けても、がんではない確率が高く、がん
だった場合でも、検診で発見されるがんは早期の状態で見つかること
が多く、この段階で治療すればほとんどの場合は完治します。
　高梁市の検診では、要精密検査の判定が出た人の約８割は精密検査
を受けていますが、残りの約２割の人は受けていません。
　「要精密検査」の判定を受けたら、放置せずに早めに精密検査を受け、
自分の健康状態を確認してください。

もし、検診でがんが発見された場合、
早期の状態で見つかることが多いた
め、５年生存率が大きく違います。
「精密検査が必要」と言われたら必ず
受けましょう。

小麦粉……………適量
卵…………………1 個
パン粉……………適量
揚げ油……………適量
レタス……………4 枚
トマト……………1 個
ブロッコリー………1/2 株
レモン…………1/2 個

検診で発見 検診以外で発見

100%

50%

0%

99.2%
60.8%

○５年生存率の比較（胃がん）



25 広報　　　　　10月号　vol.121

一般書
かたづの！
中島 京子／著
集英社
　八戸南部氏当主・直政と幼い嫡
男の不審死。その影には南部藩主・
利直の謀略が絡んでいた。次々と
降りかかる困難に、直政の妻・祢々
はいかにして立ち向かうのか。波
瀾万丈の女大名一代記。

ちいさいこのへや 図書館2階　14:30から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

移動図書館

18日火
有漢農業構造改善センター前　14:30～15:00
有漢生涯学習センター前　15:10～15:30
市営単独住宅高梁団地前　　16:20～16:50

20日木
西山コミュニティハウス前　11:00～11:30
黒鳥ふれあい会館前　　　13:15～13:45
川上児童館前　　　　　　14:15～15:15

21日金
玉川地域市民センター前　13:00～13:30
落合地域市民センター前　13:40～14:10
中国電力社宅前　　　　　14:30～15:00
松原地域市民センター前　　15:30～16:00

25日火
津川地域市民センター前　11:00～11:30
高倉地域市民センター前　13:00～13:30
川面地域市民センター前　14:00～14:30

28日金
巨瀬地域市民センター前　10:30～11:00
中井地域市民センター前　13:00～13:30
宇治地域市民センター前　14:30～15:00
落合中二公会堂前　　　　16:00～16:30

児童書
どうぶつしんちょうそくてい
高畠 純／絵
聞かせ屋。けいたろう／文
アリス館
　今日は動物園の身長測定です。
うさぎやカンガルー、キリンが並
んで順番を待っています。一番最
初に測るのは、うさぎ。動物たち
は、上手に測れるでしょうか？

一般書
叱られる力　聞く力２
阿川 佐和子／著
文藝春秋
　いま打たれ弱い若者、部下を
叱れない上司、子供を怒れない
親が増えているという。そんな
時代に、親に上司に怒鳴られ続
けて６０年のアガワが贈る、叱
られても凹まない心得。

移動図書館「うぐいす号」

11日火
25日火

老人ホーム成羽川荘　　　 8 :45～ 9 :00
成羽公民館中分館　　　　 9 :20～ 9 :30
ささゆり苑　　　　　　　 9 :40～ 9 :50
成羽公民館吹屋分館　　　10:10～10:30
成美保育園　　　　　　　11:00～11:10
鶴鳴保育園　　　　　　　11:15～11:25
日名神楽公園　　　　　　11:35～11:50

１日土 きりがみあそび「のびのびフラワー」

８日土
おりがみあそび「かき」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

15日土 かみしばい「いもころがし」
22日土 ビデオ「アリババのぼうけん」

えほんのよみきかせ　10:00から
小学生までが対象で参加無料。

８日土

小型絵本「きょうのごはん」
紙芝居「くいしんぼうのおしょうさん」
大型絵本「どんぐりたろうのき」
工作「飛び出すカード作り」も行います。
（ボランティアグループ『うぐいす』）

今月のおすすめ

今月のおすすめ

図 書 館 だ よ り

３日㈪、４日㈫、10日㈪、13日㈭、
17日㈪、23日㈰、24日㈪、

開館時間  9:00～17:00　休館日

開館時間　9:00～17:00　　 休館日　毎週月曜日　

◆お知らせ◆　11月29日㈯～12月８日㈪まで、図書整理のため臨時休館します。

◆お知らせ◆　11月17日㈪～19日㈬まで、図書整理のため臨時休館します。

高梁中央図書館
（☎22-２９１２）

成 羽 図 書 館
（☎42-２５８９）
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　健康診断の結果で気になる項目の一つに中性脂肪があります。中性脂肪値は、メタボリック症候群
の判定基準の一つですが、「基準値を超えていて気になっているけれど、自覚症状もないし・・・」
と思っている人はいませんか？この状態が長く続くと動脈硬化が進んで、心臓病、高血圧、脳血管疾
患といったさまざまな生活習慣病にかかるリスクが高くなります。
　中性脂肪値は、特に食事の影響を大きく受けます。油っこいものだけで
なく、お酒や甘いものなどの糖質を控える食事へ徐々に切り替えていきま
しょう。また、中性脂肪値を下げるためには運動を取り入れることも大切
です。激しい運動を短時間するのではなく、有酸素運動（水泳、ウオーキ
ング等）を 30分程度を目安に継続していくことが効果的です。
　自分の身体の状態を知るためにも定期的に健康診断を受診し、生活習慣
の改善に取り組むよう心掛けましょう。

　成羽病院通信　     　　　　    ■問い合わせ　☎ 42- ３１１１

　中性脂肪について 成羽病院検査室長　山上直美

　　　　　　　☆第 47 回伊賀祭（11 月１日㈯・２日㈰　午前 10 時　開催）
　今年は、一人ひとりが輝いて盛り上がる伊賀祭にしたいという思いを込めて、テー
マを『煌－キラメキ』、サブタイトルを『輝く瞬間を』としています。伊賀祭実行委員会
一同、ご来場を心よりお待ちしています。
　主なイベント
　　11月１日㈯　Da-iCE プロコンサート
　　　　　　　 　市中パレード、ビンゴゲーム、菓子まき  ほか
　　11月２日㈰　日本エレキテル連合、ウエストランド  お笑いライブ
　　　　　　　　 カラオケ大会、菓子まき  ほか
　※最新情報やチケット販売情報は、伊賀祭ホームページ（http://igasai.web.fc2.com/）をご覧ください。
■問い合わせ　伊賀祭実行委員会　☎兼FAX 22-１８５３（受付時間：平日 19:00～21:00、FAXは24時間受付）

☆第６回吉備国際大学日本語スピーチコンテスト
　高梁市や周辺地域で活躍している外国人留学生が、流ちょうな日本語でスピーチを行います。市民の皆さん
もぜひご覧ください。コンテストの前半終了後には、留学生たちが作った中国・韓国料理の試食会も行います。
　日時：10月 18日㈯　午後１時～　　 　会場：順正学園 国際交流会館
■問い合わせ　吉備国際大学留学生課　☎ 22- ９１８９

☆英会話講座
　英語は難しいな…と思っていませんか？少しの勇気と工夫があれば、言いたいことは通じるものです。
　この講座では、日常的な話題やコミュニケーションにおける表現方法を学びながらコミュニケーション能
力を身につけていただきたいと思います。新しい単語や表現を学ぶだけでなく、今もっている英語力で自己
を表現していくコツを一緒に学びましょう。数ある講座の中でも、リピーターの多い講座です。一緒に楽し
く頑張ってみませんか？
　開催期間：11月 13日㈭から毎週木曜日　18:30 ～ 20:00（全 10回）　　　会場：吉備国際大学 10号館
　受講料：全 10回 (15 時間 )…10,000 円　　　申込締切日：10月 30日㈭
■問い合わせ　株式会社ＪＥＩ（順正学園内）　☎ 22- ３７２０

１０月～１１月開催のイベントを紹介します！学園だより
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８
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。
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な
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見
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
同
全
集
安
政
５
年
に
、

方
谷
が
後
継
者
の
大お
お

石い
し

隼は
や
雄お

に
朱
書
し
て
示

し
た
こ
と
は
、「
先
代
藩
主
時
代
か
ら
持
ち
越

し
た
借
金
は
八
万
両
で
、
そ
の
う
ち
半
分
を

方
谷
は
返
す
予
定
で
い
た
が
、
実
際
に
は
三

分
の
一
も
残
っ
て
い
な
い
。
残
り
は
い
ざ
と

な
っ
た
ら
無
借
同
然
に
す
る
策
を
考
え
て
い

る
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
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安
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、
３
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両
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11
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。

　

安
政
４
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に
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谷
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元
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財
務
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い
て
、
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あ
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河か
わ
井い

継つ
ぎ

之の

助す
け

は
当
時
33
歳
、
安
政
６
年
７
月
に
長

瀬（
今
の
方
谷
駅
の
所
）を
訪
ね
、
方
谷
に
藩

の
用
務
が
忙
し
い
の
で
学
問
は
教
え
な
い
と

断
ら
れ
る
と
、
藩
政
改
革
の
実
状
を
学
び
た

い
と
頼
ん
で
門
弟
に
し
て
も
ら
い
、
奥
万
田

の
お
茶
屋（
別
名
水
車
）に
宿
泊
を
許
さ
れ
ま

し
た
。
長
瀬
に
も
行
っ
て
、
翌
万
延
元
年
３

月
ま
で
方
谷
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
間
、

門
弟
の
進し
ん

鴻こ
う

渓け
い

や
三
島
中
洲
な
ど
と
も
交

わ
っ
て
い
ま
す
。
継
之
助
は
最
後
に
は
家
老

と
な
り
、
長
岡
藩
を
財
政
的
に
も
豊
か
に
し
、

軍
事
も
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
戊
辰
戦
争
の

時
、
中
立
を
要
求
し
て
入
れ
ら
れ
ず
、
会
津

側
に
加
わ
り
激
戦
の
な
か
重
症
を
負
い
、
会

津
へ
の
途
中
亡
く
な
り
ま
し
た
。
自
室
に
は

常
に
方
谷
の
書
を
掲
げ
、
教
え
を
守
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

万
延
元
年
に
井
伊
大
老
は
桜
田
門
外
で
水

戸
浪
士
に
襲
わ
れ
て
亡
く
な
り
、
翌
文
久
元

年
、
勝
静
は
再
び
寺
社
奉
行
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
方
谷
は
江
戸
に
同
行
し
、
顧
問
と
し

て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
江
戸
城

に
て
将
軍
に
拝
謁
し
ま
し
た
。

　

藩
の
財
政
改
革
の
成
功
が
知
ら
れ
て
い
た

の
で
、
各
藩
の
重
役
の
訪
問
が
多
く
、
心
労

が
重
な
っ
た
方
谷
は
愛
宕
下
で
吐
血
し
ま
し

た
。
駆
け
つ
け
た
中
洲
に
平
気
な
顔
で
、「
わ

が
心
中
の
賊（
我
欲
）を
亡
ぼ
す
た
め
、
胸
の

中
を
血
だ
ら
け
に
し
て
戦
っ
た
」
と
い
う
漢

詩
が
で
き
た
と
言
っ
た
の
で
、
中
洲
は
王
陽

明
の
「
山
中
の
賊
を
敗
る
は
易
く
、
心
中
の

賊
を
敗
る
は
難
し
」
を
連
想
し
、
剛
毅
な
お

方
と
驚
き
ま
し
た
。　
　
（
文
・
児
玉
享
さ
ん
）

快風丸の絵
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短
歌

逝
き
し
日
の
面
影
も
な
し
磐い

わ
窟や

谷だ
に

キ
ブ
ネ
ダ
イ
オ
ウ
会
え
ず
哀
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田 

眞
一
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

髪
の
毛
を
輪わ

ゴ
ム
で
た
ば
ね
太
鼓
う
つ
若
き
等
ひ
た
い
に
汗
に
じ
ま
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
田 

昭
夫
さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

神
無
月
出
雲
街
道
賑
や
か
に
神
々
集つ

ど
い
善よ

き
相
談
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田 

由
き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

サ
ー
カ
ス
を
演
ず
る
人
の
す
ば
ら
し
き
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
汗
の
結
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦 

操
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

七
十
年
過
ぎ
て
生
き
来
し
人
の
世
を
ブ
レ
ー
キ
か
け
て
ゆ
る
り
と
生
き
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝
上 

秀
雄
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

地
価
に
依
る
思
わ
く
絡
む
砂
山
に
安
さ
求
め
し
住
民
あ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本 

宮
吉
さ
ん（
川
上
町
七
地
）

長
雨
の
悩
み
を
癒
す
百
日
紅
白
赤
ピ
ン
ク
初
秋
の
花
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦 

数
馬
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

廃
校
の
資
材
置
き
場
の
片
隅
に
空
に
向
か
っ
て
コ
ス
モ
ス
の
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
村 

遊
子
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

盆
お
ど
り
老
も
若
き
も
ぱ
き
ぱ
き
と
揃
い
の
ゆ
か
た
笑
顔
で
踊
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
木 

文
子
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

俳
句

散
走
す
る
頭
に
落
く
る
い
が
ぐ
り
か　
　
　
池
田 

節
子
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

ブ
ド
ー
の
下
で
心
の
王
冠
夢
み
る　
　
　
　
赤
木 

時
子
さ
ん（
備
中
町
平
川
）

川
柳

ま
だ
動
く
親
の
形
見
の
腕
時
計　
　
　
　
　
二
島 

清
憲
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

忘
れ
物
届
け
る
物
を
又
忘
れ　
　
　
　
　
　
谷
口 

豪
さ
ん（
川
面
町
）

ま
っ
す
ぐ
に
生
き
た
つ
も
り
だ
長
い
道　
　
吉
岡 

麻
江
さ
ん（
成
羽
町
下
原
・
鶴
寿
荘
内
）

市民の皆さんからいただいた
お便りなどを紹介します。

▲ �

イラスト、絵手紙・絵画などの作品、短歌・俳句・川柳など（自作の未発表の
もの。作品は写真をお送りください。）
※�住所・氏名・年齢・電話番号を明記し投稿してください。（ペンネームを希
望される場合は、その旨お書きください。）
※�投稿多数の場合は、すべてを掲載できないことがあります。また、お便り
は表記等を一部編集させていただくこともあります。
※�締切は、掲載号の前月25日（閉庁日の場合は翌開庁日）です。原則として原
稿や作品は返却できません。

■問い合わせ・送り先　〒716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係
　                   （☎21-０２１０・Eメール hisyo@city.takahashi.lg.jp）

「山田の案山子にカメラが一目惚れ」

鈴村 繁實さん（川上町地頭）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

高
梁
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

二
階
堂
和
美
「
歌
」
の
世
界

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
高
梁
は
、

女
性
で
組
織
す
る
社
会
奉
仕
団
体
で

す
。
日
頃
の
ご
支
援
に
感
謝
し
、
ジ

ブ
リ
映
画
「
か
ぐ
や
姫
の
物
語
」
主

題
歌
「
い
の
ち
の
記
憶
」
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
【
二
階
堂
和
美
】
さ
ん
を
高
梁
に
迎
え
、
フ
レ
ン
チ
コ
ー

ス
デ
ィ
ナ
ー
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
22
日
㈯　
午
後
５
時
開
演

【
会
場
】
高
梁
国
際
ホ
テ
ル 

ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

【
料
金
】
１
万
２
０
０
０
円（
デ
ィ
ナ
ー
・
ド
リ
ン
ク
込
み
）

■
問
い
合
わ
せ　
百
野
さ
ん　
☎
０
９
０
‐
８
２
４
９
‐
７
２
４
０

た
か
は
し
の
秋
を
コ
ン
サ
ー
ト
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
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お 誕 生 日 お め で と う！
１１月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を募集し
ます。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、住所、応募者の氏名
と続柄、電話番号、20 字程度のコメントを明記して、〒 716-8501〔住所
不要〕広報たかはし「すこやかスマイル」係へご送付ください。市ホーム
ページからも応募できます。※締め切りは１０月２７日（月）です。応募多
数の場合は先着順とします。吉備ケーブルテレビ行政放送でも紹介します。

三
み

村
むら

 勇
は や と

翔ちゃん
（落合町阿部）

平成25年10月19日生まれ
「みんな大好き勇翔。優し
い子になってね！」

（応） 父・明広さん 母・加織さん

土
つち

谷
や

 擢
たく

斗
と

ちゃん
（成羽町成羽）

平成24年10月14日生まれ
「いつでも元気☆すくすく
育ってね☆」

（応） 父・洋介さん 母・幸さん

大
や ま と

倭 奏
そ

南
な

ちゃん
（落合町阿部）

平成23年10月15日生まれ
「歌とダンスが好きな奏
南。いっぱい遊ぼうね☆」

（応） 父・治朗さん 母・しのぶさん

野
の

田
だ

 陽
は る あ

愛ちゃん
（成羽町布寄）

平成25年10月18日生まれ
「ニコニコ笑顔で元気に大
きくなあれ♡」

（応） 父・薫さん 母・愛さん

横
よこ

田
た

 蕾
らい

花
か

ちゃん
（下町）

平成23年10月17日生まれ
「おしゃべりらいらい、や
さしい女の子になってね」

（応） 父・龍太郎さん 母・愛さん

大
おお

久
く

保
ぼ

 克
かつ

海
み

ちゃん
（落合町近似）

平成24年10月1日生まれ
「いつも沢山の笑顔をあり
がとう！」

（応） 父・暁宏さん 母・優子さん

土
つち

田
だ

 悠
ゆう

雅
が

ちゃん
（玉川町玉）

平成24年10月30日生まれ
「兄と仲良く元気に大きく
育ってね♡大好き♡」

（応） 父・雅久さん 母・桂子さん

安
あん

藤
どう

 大
たい

莉
り

ちゃん
（南町）

平成21年10月6日生まれ
「僕の大好きなたいり兄ちゃん、

いつも遊んでくれてありがとう♡」
（応） 弟・傑莉ちゃん

髙
たか

森
もり

 珀
はく

斗
と

ちゃん
（落合町阿部）

平成23年10月1日生まれ
「我が家のアイドル♡弟と
仲良く大きくな～れ☆」

（応） 父・孝幸さん 母・麻代さん

佐
さ

藤
とう

 あかりちゃん
（成羽町下原）

平成23年10月7日生まれ
「お友達といっぱい遊ん
で、大きくなぁれ☆」

（応） 父・健太さん

渡
わた

邉
なべ

 きららちゃん
（落合町阿部）

平成23年10月6日生まれ
「いつも笑顔の我が家のアイドル♡

いっぱい食べて大きくなってね☆」
（応） 父・忠文さん 母・やよいさん

和
わ

久
く

野
の

 誠
まこと

ちゃん
（落合町原田）

平成24年10月25日生まれ
「これからもたくさん食べ
て大きくなってね」

（応） 母・慶子さん

福
ふく

島
しま

 夢
ゆめ

叶
か

ちゃん
（落合町阿部）

平成21年10月12日生まれ
「妹と仲良く元気に大きく
なってね♡♡」

（応） 父・有さん 母・留美さん

河
かわ

原
はら

 心
こ

晴
はる

ちゃん
（原田南町）

平成24年10月23日生まれ
「おてんばこはりん♡優し
い子に育ってネ」

（応） 父・大勝さん 母・晴菜さん

田
た

中
なか

 一
い ぶ き

颯ちゃん
（成羽町星原）

平成25年10月30日生まれ
「愛嬌たっぷりのいっくん
♡すくすく育て♡」

（応） 父・直樹さん 母・久枝さん

古
ふる

米
まい

 結
ゆ

菜
な

ちゃん
（御前町）

平成25年10月22日生まれ
「笑顔がかわいい結菜ちゃん♡
元気いっぱい大きくなあれ♡」

（応） 父・良多さん 母・沙奈絵さん

中
なか

村
むら

 莉
り

緒
お

ちゃん
（津川町今津）

平成23年10月17日生まれ
「我が家のアイドル♡元気
に大きくなあれ☆」

（応） 父・英治さん 母・しげみさん

上
うえ

谷
たに

 謙
けん

心
しん

ちゃん
（落合町阿部）

平成25年10月17日生まれ
「いつもニコニコ♡笑顔で
大きくなってね！」

（応） 父・政之さん 母・有弥子さん

木
き

口
ぐち

 美
み

夢
う

ちゃん
（御前町）

平成23年10月25日生まれ
「阪神大好きみうちゃん♡また
マートンの応援行こうね♪」

（応） 父・裕介さん 母・香月さん

大
おお

塚
つか

 晴
はる

太
た

ちゃん
（成羽町下原）

平成21年10月27日生まれ
「いつもステキな笑顔をあ
りがとう」

（応） 父・和伸さん 母・章子さん

大
おお

月
つき

 翔
と

空
あ

ちゃん
（成羽町下原）

平成22年10月21日生まれ
「いつも元気な翔空！大好
きだよ♡」

（応） 父・拓也さん 母・智美さん

池
いけ

田
だ

 晴
はる

ちゃん
（川上町地頭）

平成21年10月26日生まれ
「元気いっぱい！だけど小心者。
たくましく優しい子になあれ☆」

（応） 父・哲さん 母・範子さん

３さい ３さい

１さい ３さい ３さい

５さい

１さい ３さい ２さい

１さい ５さい

２さい３さい ３さい

２さい １さい

５さい２さい５さい２さい

１さい ４さい
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灯籠が幻想的な雰囲気を醸し出す

吹屋小唄踊りで観客を魅了

　「吹屋ベンガラ灯り」（市成羽町観光協会吹
屋支部主催）が開催され、観光客らがベンガ
ラ色に染まった幻想的な世界に引き込まれま
した。
　２年前に創作した「吹屋小唄踊り」を踊り
手約 40 人が披露。三味線と尺八の音色に合
わせ、浴衣姿の女性はしっとりと、黒装束の
男性は力強い踊りで魅了。写真愛好家がしき
りにシャッター音を鳴らしていました。
　国重要伝統的建造物保存地区の町並みに
は、　陶製の灯籠約 200 基が並び、通りを照
らしました。
　地元吹屋の名物・ベンガラくんみたらし団
子やＢ級グルメのこんにゃくたこ焼きの販売
などもありました。

 9/20-21
灯りが幻想的な世界に誘う

吹屋ふるさと村

　「第 39 回愛らぶ高梁ふれあい広場」（市青
年経済協議会主催）が開かれ、大勢の親子連
れなどでにぎわいました。
　メーンイベントの「臥牛山麓カラオケ頂
上決戦 !! ～絶対に聞き流せない歌がある～」
には、11 組が出場。自慢の歌声や振り付け
などパフォーマンスを披露しました。タレン
トのムーディ勝山さんが、会場に笑いを誘い
ました。
　高梁のヒーロー・ビッチュマンも登場。新
見の環境ヒーロー・シンケンダーと共に、悪
者と真剣な闘いを繰り広げました。
　木工などの体験コーナーや高梁紅茶、備中
牛バーガー、インディアン焼きそばの販売も
ありました。

 9/14
頂上に立つのは誰？！

ムーディ勝山さんの絶妙な司会で笑いがあふれる

輪投げゲームに挑戦

高梁幼稚園一帯

ま ち の 出 来 事

ま ち の 出 来 事カメあら
A la carteCamera まちの
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　市は、有害鳥獣による農作物被害対策のた
め、「市鳥獣被害対策実施隊」を設置し、高
梁地区猟友会の会員から 110 人を隊員に任
命しました。
　隊長に就任した高梁地区猟友会長の小田興
作さんが被害根絶のため、隊員一丸となって
取り組むことを決意表明しました。隊員は駆
除のほか、農家に被害防止策を助言します。

9/29
鳥獣から農産物を守る

隊員（左）に任命書を交付する近藤市長

市役所第２庁舎

　川面町、巨瀬町、中井町と市街地を結ぶ生
活福祉バスの実証運行が始まることに伴い、
地元住民ら約 30 人が参加して出発式が行わ
れました。
　利用が低迷している時間帯の路線バスを廃
止し、各地区をきめ細かく回ることで、利用
者の利便性を図ります。今後 1 年間の利用
状況で本格運行するか判断します。

 10/2
地域密着の公共交通を目指して

生活福祉バスの始発便を見送る関係者

中井町山際集会所前

　「2014 かぐら街道ふれあい祭り in 松原」
（同実行委員会主催）が開かれ、家族連れら
約千人が秋のひとときを満喫しました。
　ステージでは、地域住民が伝統芸能やマジ
ックなどを披露。アユの塩焼き、うどん、そ
ばなどのテントには行列ができ、ミニ動物園
や手作りロボットの体験コーナーも人気を集
めていました。

 9/28
地域の特産品が盛りだくさん

市重要無形民俗文化財の渡り拍子

松原小グラウンド

　９月 21 日～ 30 日の間に実施された秋の
交通安全県民運動に合わせ、「交通安全パレ
ード」（市交通安全対策協議会主催）が行わ
れました。
　鶴鳴・成美保育園の園児と長寿クラブの
会員約 150 人が参加し、最重点目標である、
子どもと高齢者の交通事故防止を願って元気
いっぱいにパレードしました。

 9/25
運転気を付けてね

保育園児の鼓隊

成羽町本丁商店街

Camera à la carte　　－カメラあらかると・まちのできごとー



～成羽に集まれ！子どもたち～
心のふれあう  なりわ祭り
　成羽に集まれ！子どもたちをテーマに、アンパンマンショー、
うらじゃ踊り、備中神楽や山陽放送（ＲＳＫ）ラジオの公開生
放送を行い、特産品・物産品の販売や地元の特産品を使った食
べ物のテントもあります。また、本丁商店街では、「福の種　軽
トラ神楽市」も開催します。ぜひご参加ください。

【日時】　１０月２６日㈰　９：００～１５：００
【会場】　成羽総合福祉センター周辺　特設会場

　それいけ！アンパンマンショー ① 11:00～② 14:00～
　山陽放送ラジオ 公開生放送　10:00～ 11:00
　軽トラ神楽市（本丁商店街）　10:00～ 13:30

　太平洋から日本海までの山の幸・海の幸を集めた「風ぐるま
おもしろ市場」においしいふるさとの味が大集合。友好都市（熊
本県山鹿市・高知県四万十町）をはじめ、備中高梁ＰＲ大使の
小六禮次郎さん・倍賞千恵子さんなど、豪華ゲストを迎えてス
テージショーを開催します。ぜひご参加ください。

【日時】　１０月２６日㈰　９：３０～１５：５０
【会場】　うかん常山公園

　備中高梁ＰＲ大使  小六禮次郎・倍賞千恵子  トークショー  9:50 ～
　仮面ライダードライブショー  ① 11:05～  ② 13:50～
　麻丘めぐみ  オンステージ　15:00～

高梁市発足 10周年記念

風ぐるまフェスタ2014 inうかん

広
報
た
か
は
し
10
月
号
（
通
巻
121
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
政
策
課

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866（21）0210
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.takahashi.okayama.jp/

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

■問い合わせ　「風ぐるまフェスタ2014 inうかん」実行委員会（有漢地域局内）　☎57-３２１２

■問い合わせ　なりわ祭り実行委員会（成羽地域局内）　☎42-３２１６
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